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《論文審査結果の要旨》

本研究は，文学テクストを扱った読みの学習における個々の解釈の交流・共有にかかわる国語科教育

研究である。読みの交流がもつ社会文化的な文脈を捉え，そこにある学習者の実態を基に，求められる

読みの交流をデザインすることを目的に、三つの課題を立てて、それぞれを明らかにしようとしている。

全体は、５章構成となっている。

　本研究の第一の課題は，読みの交流における社会文化的な文脈を捉えることである。

　論者は、教室での学びを，子ども一人ひとりが遂行する個人的な営みではなく，複数の文化的道具や

他者に媒介された協同的な営み（Wertsch，1995）としてとらえる。その上で、学習者が置かれた状況を

捉えるためには，社会文化的な文脈を構成する諸要素とその関係を明らかにする必要がある、と述べる。

第一の課題については，J.Wertschの「媒介される行為（mediated	action）」を中心として挙げながら，そ

の背景としてK.Burkeの理論についても検討していった。論文では、第１章・第２章がこれに対応する。

　論者は，こうした先行する理論を踏まえた上で、庄井（1995）の「学習の三項理論」を基に，読みの交

流における行為を捉えるモデルを作成した。読みの交流における社会文化的な文脈をもつ行為が、この

枠組みの中に瞬間的に定位することを示した図である。この図でも分かるように，主体である学習者の

行為は，その道筋に違いを持ちながら対象へ向かう。読みの交流においては，対象という結び目によっ

て行為の道筋を束ねたものが集団の文脈なのである。

いうまでもなくその集団の文脈は，参加者する学習

者間に生み出される間主観的なものとして現象する。

それぞれの学習者は、その形成を担いながら，同時

にそれぞれの立場から共有されていると思われる解

釈や話し合いの展開を集団の文脈として捉えている

のである。この研究の第一の成果は、こうしたダイ

ナミックな関係を整理して図式化し、それを授業分

析のベースにしたことにある。

ぞれの学習者は、その形成を担いながら，同

時にそれぞれの立場から共有されていると思

われる解釈や話し合いの展開を集団の文脈と

して捉えているのである。この研究の第一の成

果は、こうしたダイナミックな関係を整理して図

式化し、それを授業分析のベースにしたことに

ある。

第二の課題は，読みの交流における個の

文脈を明らかにすることである。従来、読みの

交流での談話に見られる個の文脈は，解釈形

成過程として方向づけされた集団の文脈の中で分析されてきた。しかし読みの交流では，解釈

形成と解釈の交換を進める話し合いが行為として混在する。本研究では、そうした個の文脈を捉

えるために，《読者》の立場・《参加者》の立場から用いられる媒介手段の相関関係を二次元マトリ

クスとして構成した分析ツールを提示した。この分析ツールを相関マトリクスと呼称し，授業実践

での発話プロトコルデータを扱った談話分析に活用した。その結果、文学テクストの解釈やその

変容に焦点化した従来の分析が明らかにしてこなかった側面が見えてきた。

すなわち，《参加者》としての立場が弱く，主として《読者》の立場から教材テクストを主な媒介

手段とする〈行為者〉が解釈形成に専心する状況と、一方、《読者》の立場が弱く，主として《参加

者》の立場から他者との話し合いを主な媒介手段とする〈行為者〉の姿とを、摘出することができ

た。教室における社会文化的な文脈の中に出現する学習者の立ち位置とその変容は、新しく開

発した相関マトリクスによって、見出された成果である。第３章では、こうした分析が展開されてお

り、論者の考案した相関マトリクスの分析ツールとしての有効性を提示することができた。

第三の課題は，社会文化的な文脈を背景とした学習者の実態から求められる読みの交流をデ

ザインすることである。本研究では、「交流環境からのアフォーダンス」，「学習者のメタ認知」とい

った点に注目して，「自立参加型の交流環境」（西田，2018）を中核とした学習デザインを構築し

た。すなわち，学習者に対して他者との相互作用を自身の解釈形成過程としてメタ認知的モニタ

リングを促し，交流活動を有効な解釈形成過程とするためのメタ認知的コントロールを誘発させる

意図をもった自立参加型の交流形態を提案したのである。

実践事例からは、自立参加型の交流形態における学習者の様相から，気付きや自身に向

けたつぶやき，身体的な動きを示唆する発話に学習者のメタ認知的活動が認められ，《読

者》の立場を主とした交流活動が確認された。また、読みの交流を阻害しない形での認知

的な負荷として，読みの交流が内在する相互の対話から、それが自己内対話に至る構造と，

自立参加型の交流形態によるアフォーダンスが認められた。第４章，第５章では、このような

自立参加型の交流形態による読みの交流を実践に導入するための検討を行った。

最後に本研究全体の成果をまとめると，主として２つの点が挙げられる。

１つ目は，読みの交流における学習者の媒介手段に着目した分析を行ったことである。
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　第二の課題は，読みの交流における個の文脈を明らかにすることである。従来、読みの交流での談話

に見られる個の文脈は，解釈形成過程として方向づけされた集団の文脈の中で分析されてきた。しかし

読みの交流では，解釈形成と解釈の交換を進める話し合いが行為として混在する。本研究では、そうし

た個の文脈を捉えるために，《読者》の立場・《参加者》の立場から用いられる媒介手段の相関関係を二次

元マトリクスとして構成した分析ツールを提示した。この分析ツールを相関マトリクスと呼称し，授業

実践での発話プロトコルデータを扱った談話分析に活用した。その結果、文学テクストの解釈やその変

容に焦点化した従来の分析が明らかにしてこなかった側面が見えてきた。

　すなわち，《参加者》としての立場が弱く，主として《読者》の立場から教材テクストを主な媒介手段と

する〈行為者〉が解釈形成に専心する状況と、一方、《読者》の立場が弱く，主として《参加者》の立場から

他者との話し合いを主な媒介手段とする〈行為者〉の姿とを、摘出することができた。教室における社会

文化的な文脈の中に出現する学習者の立ち位置とその変容は、新しく開発した相関マトリクスによって、

見出された成果である。第３章では、こうした分析が展開されており、論者の考案した相関マトリクス

の分析ツールとしての有効性を提示することができた。

　第三の課題は，社会文化的な文脈を背景とした学習者の実態から求められる読みの交流をデザインす

ることである。本研究では、「交流環境からのアフォーダンス」，「学習者のメタ認知」といった点に注目

して，「自立参加型の交流環境」（西田，2018）を中核とした学習デザインを構築した。すなわち，学習者

に対して他者との相互作用を自身の解釈形成過程としてメタ認知的モニタリングを促し，交流活動を有

効な解釈形成過程とするためのメタ認知的コントロールを誘発させる意図をもった自立参加型の交流形

態を提案したのである。

　実践事例からは、自立参加型の交流形態における学習者の様相から，気付きや自身に向けたつぶやき，

身体的な動きを示唆する発話に学習者のメタ認知的活動が認められ，《読者》の立場を主とした交流活動

が確認された。また、読みの交流を阻害しない形での認知的な負荷として，読みの交流が内在する相互

の対話から、それが自己内対話に至る構造と，自立参加型の交流形態によるアフォーダンスが認められた。

第４章，第５章では、このような自立参加型の交流形態による読みの交流を実践に導入するための検討

を行った。

　最後に本研究全体の成果をまとめると，主として２つの点が挙げられる。

　１つ目は，読みの交流における学習者の媒介手段に着目した分析を行ったことである。学習者の発話

に対して，媒介手段の形跡を見取る分析カテゴリを設定することで，《読者》の立場と《参加者》の立場の

偏りを明らかにした。これによって，解釈の質的変容や話し合いの展開を注視する従来の分析では捉え

られなかった，社会文化的な文脈における学習者の実態を明らかにすることが可能になった。

　２つ目は，社会文化的な文脈に応じた学習デザインを提案したことである。読みの交流の背景に社会

文化的な文脈を認めることは，学習者に自ら解釈形成過程を有効なものにしていく行為が求められてい

る現状を突きつけている。読みの交流での学習者に求められる行為は，メタ認知的活動に他ならない。

自立参加型の交流形態は，読みの交流において学習者のメタ認知的活動を促し，《読者》の立場を学習者

自らが確立するためのものである。
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　論文全体にわたってやや生硬な文章表現が見られるものの、諸外国の理論的な研究や国内の先駆的な

実践を踏まえた上で、着実で清新な考察と分析を展開することができたと、審査員一同は判断した。

　以上、審査の結果、本論文の著者は博士（教育学）の学位を授与される十分な資格があるものと認めら

れた。

《最終試験結果》

合格  ・  不合格

令和 3 年 1 月 23 日


